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世
界
の
情
勢
を
み
る
と
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
戦
時
下
の
混
乱
が
進

行
し
て
い
る
。
発
達
し
た
二
十
一

世
紀
の
構
造
の
中
で
、
ソ
ビ
エ
ト

連
邦
か
ら
離
脱
し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
民
主
主
義
体
制
を
、
ロ
シ
ア
の

権
威
主
義
体
制
が
攻
撃
す
る
様
子

は
、
中
世
へ
の
逆
戻
り
の
よ
う
で

も
あ
る
。

事
態
は
世
界
を
巻
き
込
ん
で
複

雑
な
様
相
と
な
っ
て
い
る
。
ロ
シ

ア
の
石
油
や
天
然
ガ
ス
に
頼
っ
て

進
め
ら
れ
て
い
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
、
大
幅
な
見

直
し
を
求
め
ら
れ
て
い
る
。
加
え

て
、
脱
炭
素
と
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ
の
移
行
プ
ロ
セ
ス
に
も
、

も
う
す
ぐ
の
冬
を
ど
う
乗
り
切
る

か
と
い
う
喫
緊
の
問
題
が
立
ち
は

だ
か
っ
て
い
る
。

独
の
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
社

に
関
し
て
は
、
全
面
的
な
電
動
自

動
車
へ
の
移
行
方
針
を
、
ガ
ソ
リ

ン
車
と
並
行
生
産
に
軌
道
修
正
し

た
と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。

社
会
全
体
へ
の
影
響
大

世
界
巻
き
込
み
複
雑
な
様
相

日
本
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
・
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
の
市
中
感
染

が
三
年
も
続
く
。
こ
の
間
、
新
型

コ
ロ
ナ
特
措
法
の
実
践
に
よ
っ
て

人
的
交
流
が
制
限
さ
れ
、
コ
ン

サ
ー
ト
・
観
劇
・
ス
ポ
ー
ツ
観
戦

な
ど
の
楽
し
み
も
、
観
光
や
ホ
テ

ル
業
・
外
食
産
業
な
ど
の
社
会
分

野
が
大
き
な
影
響
を
受
け
て
い

る
。昨

年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で

は
大
し
て
誘
発
す
る
こ
と
も
な

く
、
先
行
投
資
分
は
あ
ま
り
取
り

戻
せ
な
い
ま
ま
、
後
始
末
の
プ
ロ

セ
ス
が
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

　

世
界
中
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

を
別
種
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
切
り
替
え
る
コ
ス
ト
と

手
間
は
膨
大
だ
ろ
う
。
過
疎
地
や

途
上
国
で
も
そ
れ
が
円
滑
に
一
気

に
進
む
の
か
ど
う
か
、
全
く
定
か

で
は
な
い
。

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
開
発
な
ど
で

遅
れ
を
と
っ
た
欧
米
メ
ー
カ
ー

が
、
い
き
な
り
エ
コ
を
看
板
に
立

て
て
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
席せ

っ
け
ん捲

し
よ
う

と
し
た
試
み
も
、
現
下
で
は
簡
単

で
は
な
い
は
ず
だ
。

「
世
界
の
穀
倉
地
帯
」
の
戦
争

だ
か
ら
、
特
に
小
麦
を
主
食
と
す

る
世
界
の
国
々
に
影
響
が
及
び
、

米
が
主
食
の
日
本
や
ア
ジ
ア
諸
国

に
お
い
て
も
、
麺
類
に
パ
ン
や

ケ
ー
キ
な
ど
に
影
響
す
る
。
私
事

だ
が
、
半
世
紀
以
上
、
朝
食
は
パ

ン
に
し
て
い
る
し
、
大
の
麺
類
好

き
で
も
あ
る
の
で
、
よ
そ
事
で
は

な
い
の
だ
。

人
口
増
加
に
伴
う
世
界
の
食
糧

問
題
は
、
二
十
世
紀
後
半
か
ら
指

摘
さ
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
コ
ロ
ナ

禍
に
よ
っ
て
物
流
が
目
詰
ま
り
を

起
こ
し
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
や
イ

ン
フ
レ
の
影
響
が
重
な
っ
て
い

る
。秋

の
実
り
の
後
、
北
半
球
に
は

冬
が
来
る
。
市
場
価
格
の
上
昇
だ

け
で
も
各
国
の
低
所
得
者
層
の
食

糧
事
情
は
日
々
逼ひ

っ
ぱ
く迫
す
る
。
ま
し

て
、
必
要
と
さ
れ
る
世
界
各
地
へ

の
量
的
な
供
給
が
追
い
つ
か
な
い

事
態
と
な
れ
ば
、
そ
の
地
域
民
の

生
命
や
健
康
の
問
題
と
な
る
。

問
題
解
決
の
時
間
的
余
裕
は
少

な
い
。
食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
基

本
的
な
戦
略
物
資
、
戦
争
の
当
事

者
だ
け
で
は
済
ま
な
い
全
て
の
関

係
者
に
共
通
の
危
機
感
が
求
め
ら

れ
る
。

一
三
四
六
〜
五
三
年
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
襲
っ
た
黒
死
病
（
腺
ペ

ス
ト
）
で
は
、
人
口
の
半
分
が

死
に
追
い
や
ら
れ
た
と
さ
れ
る
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
旧
市
街
を
歩
い
て

い
る
と
、
疫
病
の
大
流
行
を
悼
ん

で
設
置
さ
れ
た
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に

出
合
う
こ
と
が
あ
る
。

江
戸
時
代
の
一
八
五
八
年
、
日

米
修
好
通
商
条
約
が
調
印
さ
れ
た

が
、
同
年
、
ペ
リ
ー
と
来
航
し
た

ミ
シ
シ
ッ
ピ
号
か
ら
コ
レ
ラ
が
広

が
り
、
江
戸
の
人
口
百
万
人
中

三
万
人
く
ら
い
が
亡
く
な
り
、「
コ

ロ
リ
」
と
恐
れ
ら
れ
た
と
い
う
。

衛
生
思
想
の
普
及
や
上
下
水
道

寄 

稿
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時
間
的
な
余
裕
は
…

余 話
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筆
者
プ
ロ
フ
ィ
ル

な
ど
、
都
市
構
造
の
整
備
の
重
要

性
は
、
明
治
御
一
新
以
降
も
重
要

課
題
だ
っ
た
。
戦
争
や
災
害
に
伴

う
衛
生
管
理
の
低
下
と
感
染
症
の

拡
大
は
、
こ
の
悪
夢
の
再
来
に
な

る
。オ

ス
ロ
で
北
欧
的
な
冴さ

え
冴ざ

え

と
し
た
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
響
き
を

堪
能
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ホ
ー
ル

ロ
ビ
ー
の
中
心
に
は
抽
象
的
だ

が
、
い
か
に
も
北
欧
的
で
開
け
っ

ぴ
ろ
げ
な
男
女
の
裸
体
の
交
歓
を

暗
示
す
る
大
き
な
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

が
置
か
れ
、
そ
の
横
を
金
髪
碧へ

き
が
ん眼

の
か
わ
い
い
子
ど
も
た
ち
が
賑に

ぎ

や

か
に
通
っ
て
い
る
。

日
本
で
は
見
る
こ
と
の
な
い
風

景
だ
ろ
う
な
、
と
思
い
な
が
ら
外

に
出
る
と
、
こ
こ
が
二
〇
一
一
年

七
月
二
十
二
日
、
連
続
テ
ロ
事
件

の
銃
乱
射
現
場
の
一
つ
と
書
か
れ

た
プ
レ
ー
ト
を
発
見
し
た
。
一
瞬

に
し
て
多
く
の
命
を
理
不
尽
に
奪

う
テ
ロ
が
、
東
日
本
大
震
災
と
同

じ
年
に
こ
れ
ほ
ど
静せ

い
ひ
つ謐
で
ヒ
ュ
ー

マ
ン
な
文
化
の
場
所
で
起
こ
さ
れ

た
の
だ
。

二
〇
〇
八
年
、
秋
葉
原
通
り
魔

事
件
で
自
動
車
や
ナ
イ
フ
に
よ
る

テ
ロ
を
経
験
し
、
今
夏
は
銃
に
よ

る
安
倍
元
総
理
暗

殺
事
件
が
起
こ
っ

た
。
危
険
を
察
知

し
た
ら
現
場
に
立

ち
尽
く
さ
ず
避

難
、
銃
声
や
爆
発

音
を
聞
い
た
ら
直

ち
に
伏
せ
の
姿
勢

と
頭
部
を
保
護
す

る
こ
と
が
身
を
守

る
知
恵
な
の
だ
。

そ
れ
は
ガ
ー
ド
や

レ
ス
キ
ュ
ー
の
プ

ロ
た
ち
の
活
動
を

助
け
る
こ
と
に
も

な
る
。

東
日
本
大
震
災
の
津
波
が
石
油

備
蓄
タ
ン
ク
を
壊
し
、
家
屋
を
の

み
込
ん
だ
末
に
、
表
面
に
火
の
海

を
広
げ
な
が
ら
気
仙
沼
の
住
宅
地

を
襲
っ
た
地
獄
絵
図
の
よ
う
な
映

像
は
忘
れ
難
い
。

複
雑
化
し
た
文
化
的
社
会
の
中

で
、
災
害
は
複
合
災
害
の
様
相
を

み
せ
る
。
世
界
で
初
め
て
地
震
・

津
波
・
原
発
事
故
と
い
う
三
重
災

害
を
経
験
し
た
私
た
ち
は
、
個
人

と
し
て
も
社
会
と
し
て
も
、
様さ

ま
ざ
ま々

な
災
害
や
テ
ロ
に
対
す
る
心
構
え

と
備
え
が
引
き
続
き
必
要
だ
。

「
治ち

に
い
て
乱
を
忘
れ
ず
、
乱

に
い
て
治
を
忘
れ
ず
」

孔
子
の
言
葉
は
現
在
も
有
効

だ
。先

日
、
東
京
で
核
Ｎ
・
バ
イ
オ

Ｂ
・
化
学
物
質
Ｃ
・
放
射
線
Ｒ
の

災
害
対
応
を
冠
し
た
Ｎ
Ｂ
Ｃ
Ｒ
対

策
推
進
機
構
か
ら
研
究
所
所
長
の

委
嘱
を
お
受
け
し
た
。
化
学
Ｃ
・

バ
イ
オ
Ｂ
・
放
射
線
Ｒ
・
核
Ｎ
・

爆
発
Ｅ
と
い
う
順
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

が
近
年
一
般
的
に
な
っ
た
の
で
、

Ｃ
Ｂ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
対
策
研
究
所
と
命
名

さ
れ
た
。
災
害
先
進
地
で
あ
る
当

地
の
た
め
、
少
し
で
も
役
立
つ
こ

と
が
で
き
れ
ば
本
望
だ
。

石
井
　
正
三

（
い
し
い
・
ま
さ
み
）

　
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
医

療
戦
略
研
究
所
所
長
・
代
表
理

事
、
ハ
ー
バ
ー
ド
公
衆
衛
生
大

学
院
名
誉
武
見
フ
ェ
ロ
ー
、
東

日
本
国
際
大
学
健
康
社
会
戦
略

研
究
所
所
長
・
客
員
教
授
、
医

療
法
人
社
団
正
風
会
理
事
長

「
治
に
い
て
乱
を
…
」

“ 実り・収穫の秋 ”を迎えた国内各地。米だけではな
く、果物類、海からの恵みも多い

北
半
球
の
夏
の
高
温
は
、
渇
水

や
山
火
事
の
多
発
・
砂
漠
化
ま
で

報
告
さ
れ
る
な
ど
世
界
的
事
象

だ
。
古
典
的
な
軍
事
物
資
と
し
て

食
糧
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
水
の
確
保

が
災
害
に
対
す
る
備
え
で
も
重
要

な
こ
と
は
誰
も
承
知
だ
。

い
わ
き
小
宇
宙
に
は
里
山
が
残

り
、
海
も
あ
っ
て
多
彩
な
お
い
し

い
も
の
や
伝
統
文
化
が
残
さ
れ
て

い
る
。
被
ば
く
医
療
か
ら
鈍
感
で

も
過
敏
で
も
な
く
「
正
し
く
怖
が

る
」
こ
と
を
学
ぶ
と
同
時
に
、
顔

が
み
え
て
信
頼
感
あ
る
地
産
地
消

を
実
践
す
る
こ
と
は
、
心
身
と
も

に
健
康
な
社
会
の
実
現
に
大
き
な

意
義
が
あ
る
。


